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分子生理研究部門
器官調節分野
目片文夫･林 基治･野崎厄澄･滑水慶子
研究概要
A)血管平滑筋細胞膜の馬気生理学的研究
目片文夫
i)パッチクランプ法による平滑筋細胞膜の単
-イオンチャンネル電流の熱力学的解析
i)心筋と冠状血管平滑筋との電気的相互作用
B)霊長類脳内生理活性物質
一分布特性と個体発達一
杯 基治･清水慶子
i)神経栄養因子の1つであるBDNFの逝伝
子発現を成熟期のマカタサルで調べた｡そ
の結果.海馬.大脳皮質連合野,小脳など
可塑性に富む脳領域で発現血が高いことが
分かり,BDNFが高次脳枚能になんらか
の働きを持つことが示唆された｡
i)2歳,10歳,30歳以上と加齢にともな
うBDNFの退伝子発現量の変遷をマカク
サル中枢神経系で調べた｡その結果,加齢
とともに大脳皮質各領野の遺伝子発現量は
約40%まで減少し,BDNFは脳の加齢
と関連があることが示唆された｡
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